
4
April

今月号の主な内容
2010■ 広報たかぎ

　・緊急経済対策に伴う臨時交付金  …２面

　・65歳以上の方の介護保険料が変わります  …３面

　・健康体操教室  ………………………３面

　・2009喬木村風景写真コンテスト  …４・５面

　・犬の登録・狂犬病予防注射日程  …６面

　・お知らせ版  …………………………７面

■ 健康アップＰＰＫ  ……………８面

■ 学校だより　第一小  …………９面

■ 交流センター便り  ……………１０面

■ 社協だより ひなたぼっこ  …１１面

■ くりんネットたかぎ  …………１２面

阿島傘づくり講座は、伝統産業である阿島傘づくりの技術を伝える後継者阿島傘づくり講座は、伝統産業である阿島傘づくりの技術を伝える後継者
を育成しています。赤塗りという柿渋を塗る作業を行い、最終工程を迎えを育成しています。赤塗りという柿渋を塗る作業を行い、最終工程を迎え
ています。ています。
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主
な
事
業

○
学
校
情
報
通
信
技
術
環
境
整
備

事
業
補
助
金

　

小
中
学
校
に
新
し
い
通
信
技
術

を
活
用
し
学
ぶ
こ
と
が
出
来
る
よ

う
に
地
上
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
し

た
テ
レ
ビ
を
設
置
し
た
。

○
次
世
代
育
成
交
流
施
設
整
備
事
業

　

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
と
し

て
児
童
ク
ラ
ブ
、
放
課
後
子
ど
も

教
室
、
子
育
て
ひ
ろ
ば
を
行
う
施

設
を
建
設
し
て
い
ま
す
。

○
役
場
庁
舎
太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置
事
業

　

役
場
庁
舎
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を

設
置
し
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
低
炭

素
化
社
会
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
村
民
の
方
々
に
、
情
報
提
供

や
意
識
啓
発
を
行
い
、
太
陽
光
発

電
の
普
及
拡
大
を
図
り
ま
す
。

○
動
画
自
動
送
出
シ
ス
テ
ム
設
置
事
業

　

村
の
自
主
放
送
で
あ
る
い
ち
５

チ
ャ
ン
ネ
ル
に
動
画
を
送
出
す
る

機
能
を
追
加
し
ま
す
。
村
の
イ
ベ

ン
ト
等
を
動
画
で
配
信
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

○
安
全
安
心
な
学
校
づ
く
り
交
付
金
事
業

　

小
、
中
学
校
に
太
陽
光
発
電
を

設
置
し
、
環
境
教
育
の
教
材
と
し

て
の
活
用
や
、
環
境
負
荷
の
低
減

を
図
り
ま
す
。
子
ど
も
達
に
太
陽

光
発
電
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
、

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
つ
い
て
学
ぶ
事
が
出
来
ま
す
。

○
喬
木
村
道
路
新
設
・
改
良
工
事

　

村
内
の
道
路
改
良
三
箇
所
、
道

路
維
持
工
事
二
箇
所
、
舗
装
修
繕

二
箇
所
を
行
い
ま
す
。

○
井
水
改
良
工
事

　

村
内
四
箇
所
の
井
水
改
良
工
事

を
行
い
ま
す
。

○
中
央
社
会
体
育
館
修
繕
工
事

　

中
央
社
会
体
育
館
の
屋
根
の
劣

化
防
止
の
為
、
塗
装
替
工
事
等
を

行
い
ま
す
。

○
歴
史
民
俗
資
料
館
改
修
工
事

　

歴
史
民
俗
資
料
館
の
収
蔵
品
を

適
切
に
管
理
す
る
為
、耐
震
改
修
、

屋
根
、
外
壁
の
修
繕
工
事
を
行
い

ま
す
。

地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対
策

臨
時
交
付
金

地
域
活
性
化
・
公
共
投
資

臨
時
交
付
金

地
域
活
性
化
・
き
め
細
か
な

臨
時
交
付
金

　

喬
木
村
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を

使
っ
た
自
主
放
送
チ
ャ
ン
ネ
ル「
い

ち
５
チ
ャ
ン
ネ
ル
」が
四
月
よ
り
デ
ー

タ
放
送
を
開
始
し
ま
す
。
今
ま
で

は
ア
ナ
ロ
グ
放
送
五
チ
ャ
ン
ネ
ル

で
の
放
送
で
し
た
が
、
四
月
よ
り

デ
ジ
タ
ル
放
送
十
二
チ
ャ
ン
ネ
ル

を
利
用
し
デ
ー
タ
放
送
を
行
い
ま

す
。
役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
地

域
の
情
報
を
テ
レ
ビ
で
配
信
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

デ
ー
タ
放
送
と
は

　

テ
レ
ビ
を
利
用
し
、
画
面
上
に

情
報
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
リ
モ
コ
ン
を
使
っ
て
各
ボ
タ

ン
を
選
択
す
る
と
、
詳
細
な
情
報

を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。（
二

〇
一
一
年
七
月
ま
で
は
ア
ナ
ロ
グ

放
送
五
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
い
ち
５
チ
ャ

ン
ネ
ル
も
視
聴
で
き
ま
す
。）

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
情
報
誌
た

か
ぎ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

地上デジタル放送でいちごチャンネルを視聴するために

視聴できます
飯田ケーブルテレビミニ
コース以上に加入してい
る場合

４月１日以降にチャンネル
の再設定が必要です。
（詳細は機器の取扱説明書
をご確認下さい。）

飯田ケーブルテレビ基本
コースに加入し、デジタ
ルテレビ、又はデジタル
チューナーを使っている
場合

視聴出来ません。ミニコー
ス以上に加入するか、デ
ジタルテレビ、デジタル
チューナーを設置してく
ださい。

飯田ケーブルテレビ基本
コースに加入し、アナロ
グテレビを使っている場
合

　

本
年
度
、
国
の
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
、
地
球
温
暖
化
対
策
、
少

子
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
等
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
る
事
業
を
実
施

で
き
る
よ
う
に
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
喬
木
村
に
は
総
額
２
億
５
、４
９

１
万
円
が
交
付
さ
れ
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
各
事
業
を
行
い
ま
す
。

中学校体育館太陽光パネル

次世代育成交流施設
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●４ ●月 ●の ●健 ●康 ●体 ●操 ●教 ●室 
はつらつ元気に、健康維持　自分の身体は自分で守ろう！

　次の各会場で行います。どなたでも気軽にご参加いただけますので、是非お越し下さい。

健康体操教室（介護者の方など）

福祉センター午前１０時半～４月２４日（土）

水中体操教室　※持ち物　水着、キャップ、入場料４００円

ほっ湯アップル午前１０時～
４月２日（金）ゆっくりコース

4月16日（金）はつらつコース

 お問い合わせ先 　役場  住民課包括支援担当　�33-1120※伊久間地区の健康体操教室は、「馬場伝承館」で行います。

　介護保険制度は、介護を要する状態となっても、できる限り自宅で自立した日常生活を送れるように、必要

な介護サービスを総合的・一体的に提供することを目的とし、誰にでも起こり得ることから、自己責任の原則

と社会的連携の精神にもとづき、40歳以上の全国民で支えています。

　財源の保険料は、40歳～64歳までの2号被保険者の方は、現在加入しています医療保険に付加されていま

す。65歳以上の1号被保険者の方は、喬木村へ特別徴収または普通徴収により直接納付いただいています。

　第４期（平成21年度～平成23年度）は、平成21年4月の報酬改定に伴い段階的な保険料の引き上げとなっ

ていますが、22年度も国の特別対策により報酬改定による上昇分の半額が軽減されています。

　皆さんの保険料が介護保険を支えています。ご理解とご協力をお願いします。

保険料基準月額　平成21年度 3,700円　→　平成22年度 3,800円

午後１時半～午前10時～日　時

大和知公民館南農事集会所４月５日（月）

帰牛原公民館北コミュニティ消防センター４月７日（水）

上平集落センター４月１２日（月）

氏乗集落センター馬場伝承館４月１４日（水）

加々須区民会館宮本公民館４月１９日（月）

寺の前集落センター阿島傘伝承館４月２１日（水）

大島公民館田上川消防センター４月２６日（月）

富田陶芸館第一公民館４月２８日（水）

65歳以上の方の介護保険料が変わります

定例介護者の会のおしらせ

福祉センター午前１０時半～４月２４日（土）

☆介護保険料の所得段階表（22年度中に納めていただく金額）

上段　年額
（下段 月額）

保険料率対象となる方所得段階

22,800円
（1,900円）

基準額
×0.5

・生活保護の受給者世帯
・世帯全員が住民税非課税で老齢福祉年金受給者

第１段階

22,800円
（1,900円）

基準額
×0.5

世帯全員が住民税非課税で、
前年の合計所得金額＋課税年金収入額が80万円以下

第２段階

34,200円
（2,850円）

基準額
×0.75

世帯全員が住民税非課税で、第１段階・第２段階以外第３段階

45,600円
（3,800円）

基準額
×1.0

本人は住民税非課税であるが、同居の世帯員の中に住民税
課税者がいる

第４段階

57,000円
（4,750円）

基準額
×1.25

本人が住民税課税で年間の合計所得金額が200万円未満第５段階

68,400円
（5,700円）

基準額
×1.5

本人が住民税課税で年間の合計所得金額が200万円以上
500万円未満

第６段階

79,800円
（6,650円）

基準額
×1.75

本人が住民税課税で年間の合計所得金額が500万円以上第７段階

お問い合せ先　住民課 福祉担当  �33－5123 
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第
十
四
回
目
を
迎
え
た
喬
木
村
風
景

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
が
三
月
五

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
外
か
ら
二
十
四
人
計
四
十
四
点

の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
全
作
品
は
一
月

五
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
椋
鳩
十
記
念

図
書
館
村
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
展
示
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
審
査
を
行
い
十

点
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
今
年
度

の
特
徴
は
村
外
者
か
ら
の
応
募
が
七
割

飯田市　熊 谷 むつみ 様
「園児とくりん草」

特賞

２００９喬木村風景写真コンテスト入賞者
特　賞

飯田市　熊谷むつみ 様　「園児とくりん草」

優秀賞

喬木村　牧内　慶三 様　「台風落果」

入　選

飯田市　岡島　壽雄 様　「矢筈ダム湖の秋」

喬木村　畑中　邦久 様　「瀬戸の滝遊歩道」

喬木村　原　　　一 様　「花咲か爺」

審査員特別賞

飯田市　村山　澄子 様　「九厘草と少女」

特別賞（村長推薦）

喬木村　城下　圭一 様　「すずなりの柿取り」

岐阜県　青木　孝義 様　「晩秋の田」

喬木村　筒井　政美 様　「舞う」

愛知県　松井　義夫 様　「桜花と青空」

　

今
年
も
二
十
四
人
計
四
十
四
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
昨
年

と
比
べ
て
八
人
、
八
点
の
増
加
で
す
。
写
真
自
体
が
な
か
な
か
プ

リ
ン
ト
さ
れ
な
い
ま
ま
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
の
中
で
デ
ー
タ
と

し
て
眠
っ
て
し
ま
う
時
代
に
こ
れ
は
嬉
し
い
こ
と
で
す
。
毎
年
同

じ
よ
う
に
過
ぎ
て
風
景
も
変
化
し
な
い
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
プ

リ
ン
ト
に
な
っ
た
と
き「
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
何
が
で
き
た
ん
だ
？
」

と
、
写
っ
て
し
ま
っ
た
部
分
に
改
め
て
驚
か
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
狙
っ
た
風
景
も
い
つ
も
の
年
と
同
じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

紅
葉
の
色
が
き
れ
い
だ
っ
た
り
、
氏
乗
の
桜
の
花
つ
き
が
よ
か
っ

た
り
、
悪
か
っ
た
り
、
微
妙
な
変
化
が
あ
り
ま
す
。
被
写
体
を
目

の
前
に
し
て
「
今
年
は
ど
う
で
す
か
？
」
と
語
り
か
け
て
み
て
く

だ
さ
い
。
そ
う
し
た
被
写
体
と
作
者
と
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
の
中

で
、
い
い
作
品
は
生
ま
れ
て
く
る
も
の
で
す
。
特
に
、
派
手
さ
の

な
い
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
地
味
な
喬
木
村
の
風
景
で
す
か
ら
、じ
っ

く
り
い
い
所
を
紡
ぎ
だ
し
て
や
る
よ
う
な
余
裕
を
持
っ
た
風
景
を

心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

喬
木
村
風
景
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

審
査
結
果
講
評

長
野
県
写
真
連
盟　

南　

島　
　
　

孝

に
残
る
風
景
、
感

動
す
る
自
然
、
喬

木
村
に
は
四
季
を

通
じ
て
多
く
の
被

写
体
が
あ
り
ま
す
。

レ
ン
ズ
を
と
お
し

て
村
を
再
認
識
し

て
も
ら
い
た
い
も

の
で
す
。
皆
さ
ん

か
ら
の
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

近
く
を
占
め
村
へ
の
関
心
度
が
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
が
伺
わ
れ
ま
す
。

　

入
賞
作
品
は
、
三
月
八
日
か
ら
十
九

日
ま
で
長
野
市
に
あ
る
長
野
県
自
治
会

館
エ
ン
ト
ラ
ス
ホ
ー
ル
で
展
示
を
行
い

ま
す
。
ど
の
写
真
に
も
喬
木
ら
し
さ
が

出
て
お
り
、見
応
え
の
あ
る
作
品
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
二
年
度
も
引
き
続
き
風
景

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。
心
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優秀賞 喬木村　牧 内 慶 三 様
　　「台風落果」

飯田市　岡 島 壽 雄 様
　　「矢筈ダム湖の秋」

入　選

入
賞
者
の
皆
さ
ん

喬木村　原　 　 一 様
　　「花咲か爺」

入　選

喬木村　畑 中 邦 久 様
　　「瀬戸の滝遊歩道」

入　選

飯田市　村 山 澄 子 様
　　「九厘草と少女」

審査員
特別賞
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平
成
二
十
二
年
度

平
成
二
十
二
年
度

犬
の
登
録
・
狂
犬
病
予
防
注
射

犬
の
登
録
・
狂
犬
病
予
防
注
射
日
程
日
程

　

喬
木
村
で
は
左
記
の
日
程
で
狂

犬
病
予
防
注
射
を
実
施
し
ま
す
。

犬
の
狂
犬
病
予
防
接
種
は
狂
犬
病

予
防
法
に
よ
り
飼
い
主
の
義
務
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
毎
年
一
回

（第１次）

獣医師時　　　間場　　　所地　　区月日（曜）

清　

水　

博　

幸

９：００～９：１０野田原会所野田原・田の口

４
月
５
日（
月
）

９：２０～９：３０西村バス停
大 島

９：４０～９：５０牧畑集落センター

１０：００～１０：１０加々須区民会館
加 々 須

１０：２０～１０：２５桃添中倉庫

１０：３５～１０：４５集落センター寺 の 前

１０：５５～１１：１５消防センター北

１３：１０～１３：３０第一公民館郭 ・ 町

１３：３５～１３：５５農事集会所南

１４：０５～１４：１５帰牛原公民館帰 牛 原

１４：２５～１４：３５上の原集会所上 の 原

１４：４０～１４：５０上平集落センター上 平

１５：００～１５：１０医泉寺川南・上耕地

１５：１５～１５：２５田上川消防センター田 本 平

１５：３０～１５：５０中央社会体育館馬 場 ・ 両 平

清　

水　

博　

幸

９：１０～９：２０氏乗公民館
氏 乗

４
月
６
日（
火
）

９：２５～９：３５氏乗分店跡

９：４０～９：５５大和知公民館大 和 知

１０：００～１０：２５第二公民館富 田

１０：４０～１１：００農産物加工センター伊 久 間

１１：１５～１１：３０役場前※

※　地区の集合注射が受けられない方は、役場前での集合注射か訪問注射（２次のみ）
をご利用下さい。

（第２次）

獣医師時　間場　　　所地　区月日（曜）

清
水
博
幸

９：００～９：１０第二公民館５
月　

日（
月
）

１０
９：２０～９：３０伊久間農産物加工センター

９：４０～９：５０中央社会体育館

１０：００～１０：１０第一公民館

１０：２０～１１：５０訪問注射希 望 者
喬木村

は
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。
注
射
代

金
三
、二
二
〇
円
の
他
新
た
に
登
録

す
る
場
合
、
新
規
登
録
料
三
、〇

〇
〇
円
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
お

つ
り
の
無
い
よ
う
準
備
願
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課
住
宅
林
務
環
境
担
当

　

�
3
3－

5
1
2
6

　人事院・国税庁では、「国税専門官採用試験」の受験

者を募集しています。

　「国税専門官」は、国税局や税務署において、適正な

課税を維持し、また、租税収入を確保するため、税のス

ペシャリストとして法律・経済・会計等の専門知識を駆

使し、国税に関する調査や指導などを行います。

　受験資格は次のとおりです。

【受験資格】

�昭和５６年４月２日から平成元年４月１日生まれの者

�平成元年４月２日以降生まれの方で次に掲げるもの

�大学を卒業した方及び平成２３年３月までに大学を卒業

する見込みの者

�人事院が�に掲げる方と同等の資格があると認める者

【受検受付期間】

平成２２年４月１日（木）から平成２２年４月１４日（水）まで

　詳しくは、国税庁ホームページhttp://www.nta.go.jpま

たは飯田税務署総務課（�0265－22－1165）までお問い

合せ下さい。

平成２２年度 国税専門官採用試験 受験者募集
�平成２２年度第１回予備自衛官補募集

　・受付期間：平成２２年１月１２日（火）～４月９日（金）

　　（募集受付中）

　・試 験 日：平成２２年４月１８日（日）

�一般・技術幹部候補生、歯科・薬剤科幹部候補生及び

　医科・歯科幹部

　・受付期間：平成２２年４月１日（木）～５月１０日（月）

　・試 験 日：平成２２年５月１５日（土）

�平成２２年度第１回一般曹候補生採用試験

　・受付期間：平成２２年４月１日（木）～５月１０日（月）

　・第１次試験（学科）：平成２２年５月２２日（土）

　詳しくは、自衛隊長野地方協力本部　飯田出張所まで

お問い合せ下さい。�２２－２６１３

平成２２年度 自衛官等募集案内
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３月の村税等

口座振替日納期限

3月25日

◎口座振替の方は
預金の残高確認
をお願いします。

3月31日

国 保 税
（第１２期）

介 護 保 険 料

後期高齢保険料

保 育 料

上 下 水 道 料

4
月
の
結
婚
相
談
日

○
日　

時

　

四
月
十
日　

土
曜
日

○
時　

間

　

午
後
七
時
三
〇
分
〜
午
後
九
時

○
場　

所

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
第
一
会
議
室

※
相
談
日
に
関
わ
ら
ず
、
随
時
左

記
に
て
結
婚
に
つ
い
て
の
ご
相

談
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

喬
木
村
役
場　

住
民
課
福
祉
担
当

　

担
当：

小　

原

　

電
話：

　

－

５
１
２
３

３３

　

喬
木
村
の
下
水
・
農
集
・
コ
ミ

プ
ラ
・
浄
化
槽
設
置
に
よ
る
水
洗

化
率
は
九
四
・
九
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

公
共
水
域
の
保
全
と
衛
生
環
境

の
向
上
を
目
的
と
し
て
お
り
水
洗

化
率
の
向
上
が
目
的
達
成
の
ポ
イ

ン
ト
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

次
世
代
へ
�
美
し
い
水
環
境
�

を
伝
え
て
い
く
こ
と
は
、
現
代
を

生
き
る
私
た
ち
の
努
め
で
す
。

　

水
洗
化
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

早
期
の
水
洗
化
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

有
効
期
間
は
十
年
で
す
。
こ
の
機

会
に
お
作
り
に
な
る
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
せ
先

　

役
場　

住
民
課　

戸
籍
担
当

　

�　

－

５
１
２
４
（
直
通
）

３３

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
国
勢
調
査

が
行
わ
れ
る
年
に
、
人
口
動
態
職

業
・
産
業
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

本
年
は
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
る

年
で
あ
る
た
め
、
届
出
を
さ
れ
る

方
々
に
は
ご
面
倒
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

○
調
査
期
間

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

○
調
査
対
象
者

　

出
生
、
死
亡
、
死
産
、
婚
姻
及

び
離
婚
の
届
出
を
さ
れ
る
方

○
調
査
方
法

　

届
出
を
さ
れ
る
時
に
、
届
書
の

職
業
欄
（
死
亡
届
は
産
業
欄
も
併

せ
て
）
へ
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

○
そ
の
他

　

役
場
窓
口
に
「
出
生
・
死
亡
・

死
産
・
婚
姻
・
離
婚
の
届
出
を
さ

れ
る
方
に
お
願
い
（
職
業
・
産
業

例
示
表
）」
を
備
え
付
け
て
あ
り

下
水
道
加
入
と
合
併

処
理
浄
化
槽
設
置
を

お
願
い
し
ま
す

本
人
確
認
用
資
料
と
し
て
、

写
真
付
き
の
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
を
お
す
す
め
し
ま
す

　

運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
と

い
っ
た
公
的
な
身
分
証
明
書
を
お

持
ち
で
な
い
方
に
、
写
真
付
き
の

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
お
す
す

め
し
ま
す
。

　

役
場
な
ど
の
官
公
庁
、
金
融
機

関
な
ど
様
々
な
場
所
で
本
人
確
認

が
必
要
と
な
っ
て
き
て
お
り
、
確

認
で
き
な
い
た
め
、
手
続
き
に
手

間
取
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

喬
木
村
で
は
、
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
を
無
料
で
交
付
し
て
お
り
、

戸
籍（
出
生
・
死
亡
・
死
産
・

婚
姻
・
離
婚
）の
届
出
を

さ
れ
る
方
へ
お
知
ら
せ

ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
い
た
だ

き
、
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

転
入
・
転
出
さ
れ
る

方
へ
お
知
ら
せ

て
い
た
だ
き
、
忘
れ
ず
に
届
け
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
土
日
、
祝
祭
日
等
閉
庁

時
に
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

届出に必要なもの届出の時期届出の種類

●転出証明書

　(前住所地で転出の届出の際

に発行されます)

●印鑑

●本人確認資料

　(運転免許証、保険証等)

●国民健康保険証

　(国保加入世帯に転入した

場合）

引っ越してきてから

14日以内に届け出てください

喬木村へ

引っ越してきた場合

（転入）

●印鑑

●本人確認資料

　(運転免許証、保険証等)

●印鑑登録証

　(登録者のみ)

●保険証

　(国保、介護加入者)

●この他、村で発行した受

給者証等

引っ越しする日までに届け出

てください

・届け出の際は転出先の住所

がわかるようにしてきてく

ださい。

・届け出の際に転出証明書を

お渡しします。転出先で転

入の届け出をする際に提出

してください。

喬木村から

引っ越していく場合

（転出）

○
お
問
い
合
せ
先

　

役
場　

住
民
課　

戸
籍
担
当

　

�　

－

５
１
２
４
（
直
通
）

３３

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

こ
の
時
期
、
転
入
、
転
出
に
よ

り
住
所
を
変
更
さ
れ
る
方
が
多
く

な
り
ま
す
。
左
の
表
を
参
考
に
し
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健康推進室　電話 （直通）33―5125　FAX33―3679
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頑張ったマラソン大会・・・ゴールの喜び！
　自分の記録に向かって歯を食いしばり、苦しさを乗り越え完走した

マラソン大会。保護者や地域の皆さんから熱い声援に後押しされ、全

員頑張りました！

アイデアいっぱい・・・
『なかはら集会』大成功！

　新型インフルエンザのため、計画していた「なかはら祭」が中止。

しかし、児童会長さんを中心に役員がアイデアを出し合い、校庭で楽

しいゲームや運動ができました。

３学期スタート・・・画竜点睛！
　登校日数５０日、一番短い学期が始まりました。始業式では校長先生

より、最後の仕上げの大切さを中国の故事「画竜点睛」を引用されお

話をいただきました。

スキー教室・・・アッとい
う間に時間が過ぎました！

　１月２０日、絶好のコンディションの中、スキー教室が行われました。

一日の教室で、全員上達しました。おいしいカレーも思い出となりま

した。

なかはらの時間発表会・・・ふるさと喬木に学ぶ！
　一年間、子ども達が本気になって学んできた「総合的な学習の時間」

の発表会が、２月５日に行われました。喬木村の自然、文化、産業、

歴史、伝統など、喬木の「ヒト・モノ・コト」に題材を求め、課題解

決に向け一生懸命取り組んできました。

児童総会・・・６年生から５年生へ！
　今年度を締め括る児童会総会が行われました。「あいさつ　なかよ

し　助け合い　みんなが主役の児童会」をスローガンに、児童会長さ

んを中心に活発な活動ができました。そして、６年生から５年生へと

バトンが引き継がれました。
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ふ
る
さ
と
味
の
会
が
次
代
に
ふ

る
さ
と
の
味
を
伝
よ
う
と
開
催
し

て
い
る
、
ふ
る
さ
と
の
味
講
座
第

四
講
座
が
二
月
十
七
日
に
開
催
さ

れ
、
今
年
度
の
全
四
講
座
を
終
了

し
ま
し
た
。

　

終
了
に
際
し
受
講
生
か
ら
は
、

「
主
婦
歴
が
長
い
つ
も
り
で
い
た

が
知
ら
な
い
こ
と
が
沢
山
あ
っ
た
」、

「
料
理
の
知
識
に
欠
け
て
い
た
部

分
が
あ
っ
た
の
で
講
座
に
は
感
謝

し
て
い
る
」
と
の
感
想
や
、
来
年

度
の
講
座
参
加
希
望
の
声
も
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

会
長
の
田
中
君
子
さ
ん
は
、「
昔

の
味
が
大
切
だ
と
思
う
。
講
座
で

得
た
も
の
を
地
域
に
伝
え
て
欲
し

い
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
月
二
十
三
日
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
国
営
テ
レ
ビ
局
「
ト
ラ
ン
ス
セ

ブ
ン
」
の
取
材
ク
ル
ー
他
、
在
日

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
児
童
三
名
の
レ
ポ
ー

タ
ー
が
、
同
国
に
て
家
族
向
け
に

放
映
さ
れ
て
い
る
番
組
取
材
の
た

め
い
ち
ご
狩
り
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

番
組
は
同
国
の
観
光
名
所
を
紹

介
す
る
と
い
う
も
の
で
す
が
、
今

回
は
初
め
て
日
本
で
の
撮
影
と
な

り
ま
し
た
。
出
演
の
シ
ャ
フ
ィ

ラ
・
ホ
イ
ル
ニ
サ
さ
ん（　

）ら
は
、

１１

真
っ
赤
な
い
ち
ご
を
食
べ
な
が
ら

喬
木
の
お
い
し
い
味
を
伝
え
て
い

ま
し
た
。

＊
四
月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

・
竹
の
子
狩
り
開
園

　

四
月
二
十
四
日
〜
五
月
十
六
日

　

（
予
定
）

・
り
ん
ご
の
樹
オ
ー
ナ
ー
農
園

　

開
園
式　

四
月
二
十
九
日

久
隆
文
さ
ん
が
、
飼
料
に
こ
だ
わ

る
こ
と
で
良
質
の
脂
身
を
実
現
さ

せ
た
新
ブ
ラ
ン
ド
豚
、
�
信
州
く

り
ん
豚
�
の
販
売
開
始
に
あ
た
り

交
流
セ
ン
タ
ー
に
て
発
表
を
行
い

ま
し
た
。

　

村
花
九
輪
草
や
村
の
清
ら
か（
＝

ク
リ
ー
ン
）な
イ
メ
ー
ジ
か
ら
命

名
し
た
こ
の
ブ
ラ
ン
ド
豚
は
、
新

し
い
農
商
工
連
携
の
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
と
の
期
待
が
か
か
っ
て
お
り
ま

す
。
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�������������������
�������������������
�������������������
�������������������
�������������������
�������������������
�������������������
�������������������
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�������������������
�������������������
�������������������
�������������������
�������������������

ふ
る
さ
と
の
味
講
座

全
四
回
の
講
座
が

終
了

�������������������
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T
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ブ
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が
い
ち
ご
狩
り
を
取
材
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農
村
地
域
活
性
化
講
演
会－

明
治

大
学
小
田
切
教
授
迎
え「
食
と
農
を

考
え
る
つ
ど
い
」も
同
時
開
催

　

農
村
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
会
議
主
催
の
第
四
回
講
演
会
が

二
月
二
十
七
日
、
明
治
大
学
農
学

部
小
田
切
徳
美
教
授
を
講
師
に
迎

え
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
小
田
切
教

授
は
、
農
山
村
の
現
状
分
析
を
元

に
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築

事
例
や
地
域
産
業
取
組
事
例
を
紹

介
し
つ
つ
、
地
域
再
生
に
は
地
域

に
お
け
る
戦
略
が
必
要
で
あ
る
と

訴
え
ま
し
た
。

　

ま
た
同
時
開
催
さ
れ
た
農
委
主

催
の「
食
と
農
を
考
え
る
つ
ど
い
」

で
は
、
先
般
実
施
さ
れ
た
農
業
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
の
総
括
と
分
析
が

行
わ
れ
、
農
地
を
個
人
で
守
る
こ

と
の
難
し
さ
が
あ
る
中
で
地
域
団

体
が
取
り
組
ん
で
い
る
実
践
事
例

に
つ
い
て
意
見
発
表
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
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知
久
隆
文
さ
ん
が

新
ブ
ラ
ン
ド
豚

�
信
州
く
り
ん
豚
�を
発
表

　

二
月
十
二
日
、
知
久
養
豚
の
知
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情報誌 ２０10.411

ボランティア保険　更新・加入・手続き
※ボランティア登録者・ボランティア登録をこれ
からする方必読です。

補償期間：平成22年4月1日～
　　　　　　　　　　平成23年3月31日
　ボランティア保険の補償期間が３月３１日に切れ

ます。既にボランティア保険に加入されている方

（団体）は、なるべく３月中に更新することをおす

すめいたします。（途中加入もできます）

　問合せ先：社協ボランティア担当まで
　　　　　　（�33－4567）

喬木中学校学友会様より　介護用ベッドを寄贈していただきました
　２月２４日、喬木中学校体育館にて、介護用ベッド

の贈呈式がありました。

　学友会の「福祉リサイクル委員会」が中心となり

１年間取り組んだアルミ缶回収、資源回収による収

益と昨年度の繰越金で、昨年度の車いすに引き続き、

介護用電動ベッドを寄贈していただきました。

　贈呈式では、介護用ベッドの体験があり、ベッド

が動くと「おぉぉぉ」と電動ベッドの動きに見入っ

ていました。

　この寄贈されたベッドは翌日、村内の必要な方へ

貸出を行い使用されています。ありがとうございま

した。

 赤い羽根共同募金配分金事業 

「稲穂会」一人暮らし高齢者の集い
日帰り旅行に行ってきました！

　２月９日、１０日と、昼神温泉郷へ行ってきました。今

回は二日に分けて総勢２９名の方々が参加され、ふるさと

一座の観劇、昼食会、温泉、石田の吊るし雛見学、ドラ

イブインでお買い物と楽しい一日を過ごしました。初め

て参加された方も多くいらっしゃいました。２２年度も多

くの方々に参加していただけるように企画いたします。

お楽しみに！
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くりんネットたかぎ ４月の自主番組

くりんネットたかぎ　電話 33－3666
FAX 33－3669

内容・出演者など番　　　組月日

４月の行事予定から今 月 の 暦木1

食と農を考える集い～農業者アンケー
トの結果から～ 農業委員会

話 の 広 場金2

番組企画委員会の皆さんから
（桜レポートの予定）

マ イ ク で 散 歩土3

水稲育苗について ＪＡ山上技師明 日 へ の 農 業日4

喬木村交通安全協会から交 通 安 全 の 日月5

春の歌などお届けしますミュージックボックス火6

平成２２年度健康推進室の保健事業につ
いて

健 康 の 日水7

役場の機構改革について 湯沢副村長村 の 窓 口木8

定例教育委員会の内容報告 原教育長みらいをみつめて金9

２２年度ＪＡ喬木支所体制についてJAアワーみなみの風土10

喬木の民話と伝説から「十万山」お 話 の 時 間日11

新年度事業計画について公 民 館 便 り月12

懐かしの歌などリクエストをお寄せ下
さい

心の歌思い出の歌火13

下伊那農業改良普及センターからこちら普及センターです水14

今日は防火の日 喬木村消防団１１９番火の用心木15

認知症の理解について
 役場住民課　包括支援担当

福 祉 便 り金16

児童館オープンにあたって
 教育委員会

のびよ喬木の子土17

凍霜害対策と果実の結実確保について
 ＪＡ山田技師

明 日 へ の 農 業日18

短歌の鑑賞 福澤亀人さんマ イ ク 文 芸月19

喬木村生活安全指導員
 伊久間役員　吉澤克久さん

ぼ う は ん 喬 木火20

ＪＡ組合員課からお送りします暮 ら し の 便 り水21

商工会青年部長
 佐藤文彦さんのお話（佐藤左官所）

商 工 会 便 り木22

資料館の“お宝”
公民館報とタイアップして

郷土史シリーズ金23

情報誌たかぎ
５月号の内容をご紹介します

声 の 情 報 誌土24

飯田広域消防本部から広 域 消 防日25

これからの季節の観光案内
～ＧＷは村内で楽しみませんか～

すきですたかぎ月26

椋鳩十記念館図書館の話題から記念館図書館便り火27

俳句寸評 吉川照子さんマ イ ク 文 芸水28

中学校の話題から
 喬木中学校放送委員会

青い風にのせて木29

４月の話題を振り返ってお送りします今 月 の 出 来 事金30

＊尚、番組は都合により予告無く変更となる場合もあります。予めご了承下さい。

喬木村 6664番地

TEL 33－3666　FAX 33－3669

～４月の番組から～

マイクで散歩
　３日（土）

　村内の桜レポート（予定）

　くりんネット番組企画委員会の皆さんが

毎年レポートして下さっています。天候、

開花状況により、放送日を変更させていた

だく場合がありますのでご承知置きくださ

い。

企画委員の皆さんの楽しいトークとともに、

村のどこに、どんな桜があるのかチェック

してみて下さいね！

郷土史シリーズ〔新番組〕
　23日（金）

　公民館報「資料館のお宝」シリーズと

　あわせて

　公民館報「たかぎ」に毎月掲載されてい

ます「資料館の“お宝”」コーナー。歴史民

俗資料館所蔵の貴重な文化財等について、

保護委員の皆さん中心に詳しく説明されて

います。この“お宝”シリーズを音声でもお

届けします。ご家族おそろいでお聞き下さ

い！

☆★☆くりんネットからのお知らせ★☆★

●「ミュージックボックス」や「心の歌思い

出の歌」、「お話の時間」等にリクエスト

をお寄せ下さい。

　曲やお話にまつわるエピソードも添え

ていただければ幸いです。

　お便りお待ちしています！

お気軽にお電話下さい




